
 TwinGuard × LabSVIFT ヘルスチェック  で
実現するAdvanced Sample Safety
「デュアル冷却構造」で守り、「運用の予見性」で気づく。
TwinGuardとLabSVIFTを連携して活用することで、"二度と取り戻せない"サンプルを
不測のリスクから守り、研究・臨床現場に長期にわたる安定運用の基盤を提供。

WHITE PAPER

要旨

対象読者 : 研究機関・バイオバンク・臨床施設においてサンプル管理・装置運用に携わる管理者・研究者・購買担当者

"二度と取り戻せない"サンプルを扱う現場では、保管装置の安定性がそのまま研究・臨床活動の継続性に直結します。
万一のトラブルへの備えと、日常的な状態把握の両立は、サンプル管理に携わる方であれば、
その重要性を認識していることでしょう。ただ、こう問われたらいかがでしょうか。

・現在の保管環境に、万一の備えはありますか？
・装置の状態を、日常的に把握できていますか？

この資料では、これらの問いに対してPHCbiが考える「Advanced Sample Safety」のアプローチを整理しています。
具体的には、

・非常時に備える、装置構造による安全性
・温度異常が顕在化する前の日常の状態把握を支える運用インテリジェンス ヘルスチェック／LabSVIFT

デュアル冷却システム／TwinGuard

この2つを組み合わせて活用することで、非常時の備えと日常の安定運用を同時に成立させる考え方と、その実践的な
意味について解説します。研究・臨床・バイオバンクの現場で、サンプル管理の安全性や運用品質に関心をお持ちの方にとって、
本資料が運用を見直す一助となれば幸いです。

背景：サンプル価値の高まりと安定した保管環境への要求

各機能の役割

TwinGuard（デュアル冷却システム）

ヘルスチェック（LabSVIFT）

「TwinGuard」×「LabSVIFT ヘルスチェック」が生む価値

なぜPHCbiが選ばれるのか
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※LabSVIFTはフリーザー本体とは独立した外部モニタリングサービスであり、本体の構造や制御機能の一部を構成するものではありません。



TwinGuard搭載超低温フリーザーの詳細仕様
（温度範囲・容量・外形寸法・認証情報等）は製品データシートを
ご参照ください。

TwinGuard搭載 超低温フリーザー

compressor

electronic
door lock

MDF-DU303VXHS1-PJ MDF-DU503VXHS1-PJ MDF-DU703VXHS1-PJ

背景 ： サンプル価値の高まりと安定した保管環境への要求1

研究・臨床・バイオバンクの現場では、“二度と取り戻せないサンプル”を扱う場面が
着実に増えています。患者由来の臨床検体、創薬初期の化合物、中間体、長期継代さ
れた細胞株・幹細胞、大規模スクリーニング後の希少サンプルなど、いずれもロスが
発生した場合の影響は計り知れません。さらに、サンプルの価値が高まるほど、装置
のわずかな不安定さでさえ、管理者にとって大きな心理的負担となります。

装置は一般的に高い安定性を備えており、頻繁に故障が発生するものではありませ
ん。一方で、国際バイオバンク標準機関（ I S B E R）のベストプラクティス（5 t h 
edit ion）では[2]、サンプル保管に関わるリスクは継続的に識別・評価・監視されるべ
き対象と位置づけられており、設備故障や温度逸脱といった事象がサンプル品質に影
響を及ぼす可能性を踏まえ、これらのリスクを適切に管理することの重要性が示され
ています。このような背景から、日常的なモニタリングや異常の早期検知は、リスクマ
ネジメントを構成する重要な要素として捉えられており、管理者の間では「異常が顕
在化する前の兆候をどのように捉えるか」「日常的に装置状態を把握できる仕組みが
あるか」といった点を重視する傾向が強まっています。

米国のPLOSBiology誌に掲載された研究によれば、再現不能
な前臨床研究は米国において年間約280億ドル規模の経済的
影響をもたらすと推計されており、その主要因の一つとして生
物学的試料の品質管理の問題が指摘されています。[1] 

事例紹介

各機能の役割2

2.1  TwinGuard（デュアル冷却システム）の役割 非常時にサンプルを守る構造的安全性

TwinGuardは、2つの独立した冷却回路を備えた超低温フ
リーザーです。
片側の冷却系に重大な異常が生じた場合でも、もう一方の冷
却系によって庫内温度を維持できるため、装置故障時におい
てもサンプル保管を継続できることが最大の特徴です。

右図が示すとおり、片側の冷却回路にトラブルが発生した場
合、TwinGuardなしでは庫内温度が急激に上昇するのに対
し、TwinGuard搭載時はもう一方の冷却回路が稼働を継続
し、庫内温度を-75℃付近に維持します（通常運転時-80℃）。
これは、サンプル保護に直接作用する「非常時の備え」として
の構造的安全性であり、超低温フリーザーにおける最も重要
な安全要素の一つです。

左 : デュアル冷却回路の構成（A/B2回路）
右 : 片側冷却回路異常時の温度推移比較（TwinGuardあり/なし）

図1:デュアル冷却システムの仕組みと片側異常時の温度維持効果

■ デュアル冷却回路イメージ ■ コンプレッサー片側運転温度推移イメージ

※周囲温度23℃、庫内設定温度-80℃のイメージです。 ※片側冷凍回路の異常時はエラー表示されます。

PHCbiはこの考え方に基づき、それぞれ独立した機能・価値を持つ2つの仕組みを組み合わせることで、
装置と仕組みの両面からサンプルを守る“Advanced Sample Safety”の実現を目指しています。

万が一に備える、装置構造による安全性

日常運用の中で、装置の挙動変化に気づくための仕組み

MDF-DU303VXHS1-PJ MDF-DU503VXHS1-PJ MDF-DU703VXHS1-PJ

製品データシートをダウンロード(PDF)

https://x.gd/phc_du303vxh
https://x.gd/phc_du503vxh
https://x.gd/phc_du703vxh


「TwinGuard」 × 「LabSVIFT ヘルスチェック」 が生む価値3

「TwinGuard」のデュアル冷却システムは、2つの独立した冷却回路を備え、片側に異常が生じた場合でも庫内温度を維持できる構造であり、
非常時への備えとして、Advanced Sample Safetyの基盤を担っています。
しかし、装置やサンプルにとって本当に望ましいのは、その「非常時への備え」が実際に作動しなければならない状況に至らないことです。

超低温フリーザーの冷却系の劣化は、温度異常として現れる前に、小さな挙動変化として現れることがあります。
ヘルスチェックは装置内部の稼働データを可視化することで、管理者がその兆候に早期に気づけるようにします。その結果、
装置状態の確認や点検相談、運用計画の見直しといった対応を、温度異常が発生する前の段階から検討しやすくなります。

これにより、デュアル冷却という「非常時への備え」が本当に必要となる状況を可能な限り遠ざけながら、
安定した運用状態を長期にわたって維持することが可能になります。

構造で守り、可視化で気づく、高次元のサンプル保護

ヘルスチェックは、装置の状態を温度という結果だけでなく、内部挙動に基づいて把握することで、異常発生後の対応ではなく、
兆候段階での対応を可能にします。これにより、運用は「問題が起きてから対処する」事後対応型から、「問題が顕在化する前に確認・検討する」
予防対応型へと転換します。このアプローチは、単なるモニタリング強化ではなく、装置運用の視点を一段階引き上げるアプローチです。

予防的運用への転換

サンプル価値が高いほど、「いつ止まるかわからない」という不安は管理者にとって大きな負担となります。
デュアル冷却システムを備えた「TwinGuard」は、万一の際にもサンプルを守るための構造的な安心を提供します。
また、「ヘルスチェック」は、日常運用の中で、超低温フリーザーの冷却系の挙動変化に気づくための情報を提供します。
この2つを組み合わせることで、管理者は「万一の備え」と「日常の状態把握」の両方に留意しながら運用することが可能になります。
結果として、突発的なトラブルへの不安が和らぎ、サンプル管理における心理的な負担を大きく軽減することができます。

管理者の心理負担を軽減

「ヘルスチェック」は単に異常を知らせる仕組みではなく、PHCbiの
超低温フリーザーが本来備える高い信頼性を、日常運用の中で健全に
維持し続けるための「運用インテリジェンス」として機能します。

ステータスがUnhealthyに近づくと、以下の確認ポイントが
推奨メンテナンスアクションとして示されます。

・凝縮器フィルターの清掃
・周囲温度を下げる

・庫内の霜、氷の清掃
・フレームパッキンの状態確認、霜取り

この仕組みを支えるのが、10段階のステータス表示機能です。これは故障
を予測・断定する機能ではありません。しかし冷却系の異常は温度という「結
果」として現れる前に、内部の挙動に変化として現れることがあります。「ヘル
スチェック」はその挙動変化をステータスとして可視化することで、温度異常
が顕在化する前の段階から管理者が変化に気づき、確認や対応を検討でき
る判断材料を提供します。

ヘルスチェックの10段階ステータス　　　 "判断のしやすさ"を提供する運用サポート

LabSVIFTの対応機器・システム要件・導入フロー・
ご利用プランの詳細は製品カタログをご参照ください。

LabSVIFT 製品カタログ

LabSVIFT 製品カタログをダウンロード

図3:ヘルスチェック10段階ステータス表示の例
　　(左:Healthy / 右:Unhealthy)

推奨メンテナンスリスト
・凝縮器フィルターの清掃
・庫内の霜、氷の清掃
・周囲温度を下げる
・フレームパッキンの状態確認、霜取り

右図のUnhealthyステータスでは、運用上の確認ポイントが
推奨アクションとして表示される。

図2:ヘルスチェックによる早期検知イメージ（従来の温度監視との対比）

従来の温度モニタリングは
ここで初めて反応

① ② ③

内部挙動の変化が
始まる（初期兆候）

ヘルスチェックが
ステータス変化を検知

温度異常として
顕在化

ヘルスチェック検知 温度異常顕在化

時間

PHCbiが提供しているモニタリングシステム、LabSVIFTの「ヘルスチェッ
ク」は、PHCbiの超低温フリーザーの性能・信頼性が“長期間にわたり最大限
発揮される状態”を維持するための、“稼働状態の可視化（モニタリングイン
テリジェンス）”です。超低温フリーザーにおいて、冷却系の挙動は温度異常
という“結果”が現れるより前に、小さな変化として現れます。一般的なモニ
タリングが温度という“結果”を監視対象とするのに対し、「ヘルスチェック」
は内部の稼働データに基づいて状態を捉えます。これにより、温度だけでは
捉えきれない状態変化を可視化し、温度異常として顕在化する前の段階で
“変化の兆し”に気づきやすくする仕組みです。実際、超低温フリーザーの連
続的なモニタリングは、サンプルの劣化や消失リスクを事前に軽減するため
の新たな手段として研究機関でも注目されています。[3]

2.2  ヘルスチェック（LabSVIFT）の役割 超低温フリーザーの価値を引き出すモニタリングインテリジェンス

※TwinGuard搭載 超低温フリーザーは、凝縮器フィルターレス仕様になります。

https://x.gd/phc_labsvift


なぜPHCbiの「TwinGuard」×「LabSVIFT ヘルスチェック」が選ばれるのか4

超低温フリーザーだけでなく、今後PHCbiの各種保存機器に展開されていくLabSVIFT ヘルスチェックは、各製品の内部稼働データを
活用することを想定して設計された運用支援の仕組みです。温度という結果だけでなく、装置の稼働状態に関する情報を継続的に
可視化することで、日常運用における確認や対応の検討を支援します。特にTwinGuard搭載超低温フリーザーでは、非常時に備えた
デュアル冷却構造と、LabSVIFT ヘルスチェックによる日常運用のモニタリングを、同一の運用環境の中で併せて活用できる構成となっています。

装置構造による備えだけでは、非常時の保護は可能でも日常の変化は見えません。一方、可視化機能だけでは、万が一の事態に対する物理的な
保護は担えません。TwinGuard × LabSVIFT ヘルスチェックは、この「非常時への備え」と「日常の状態把握」を二層で成立させることで、
サンプル保管に求められる安全性を、構造と運用の両面から支えています。

まずはお気軽にご相談ください。担当者が現在の運用環境をお聞きし最適な構成をご提案します。
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まとめ ： 「TwinGuard」の価値を最大化する「LabSVIFT ヘルスチェック」

チェック」

5

万一の事態が発生した際にサンプルを守るのは、「TwinGuard」のデュアル冷却システムです。片側の冷却系に異常が生じた場合でも
庫内温度を維持するこの構造が、「非常時への備え」として、サンプル保護を支えます。
一方「LabSVIFT ヘルスチェック」は、温度異常として顕在化する前の段階から装置の挙動変化を可視化し、管理者が早期に確認・対応を
検討できる運用基盤を提供します。これにより、非常時への備えが実際に必要となる状況を可能な限り遠ざけることができます。

重要なのは、「異常が起きた後」ではなく、「異常に至る前」に気づけるかどうかです。
あなたの現場の保管環境は、万一の備えと日常の状態把握の両方を満たしていますか？
装置の更新・増設のタイミングでなくとも、現状の運用を見直すことは可能です。
PHCbiでは、現在の運用環境や課題をお聞きした上で、非常時への備えや運用リスクの
観点から、現状の課題整理と改善の方向性をご提案します。

「デュアル冷却構造」で守り、「運用の予見性」で気づく。
この二層のアプローチが長期にわたる安定運用を支えます。

担当者が現状の課題整理と改善の方向性を
ご提案します。

運用環境のご相談・お問い合わせ ご相談・
お問い合わせは

コチラ

TwinGuard製品データシートおよび
LabSVIFT製品カタログをご覧ください。

製品資料のダウンロード

TwinGuard/LabSVIFTの導入費用について
お気軽にご依頼ください。

お見積もりのご依頼
お見積もりは

コチラ

LabSVIFT
製品カタログ

TwinGuard製品データシート

MDF-DU703VXHS1-PJMDF-DU503VXHS1-PJMDF-DU303VXHS1-PJ

https://journals.plos.org/plosbiology/article?id=10.1371/journal.pbio.1002165
https://www.phchd.com/jp/biomedical/lifesience_contact?utm_source=pdf&utm_medium=whitepaper&utm_campaign=twinguard_labsvift_wp&utm_content=contact
https://www.phchd.com/jp/biomedical/quotation?utm_source=pdf&utm_medium=whitepaper&utm_campaign=twinguard_labsvift_wp&utm_content=quotation
https://x.gd/phc_labsvift_b
https://x.gd/phc_du703vxh_b
https://x.gd/phc_du503vxh_b
https://x.gd/phc_du303vxh_b

